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  福知山公立大学初級地域公共政策士【2024 年度以降入学生用】 

地域経営人材育成基礎プログラム 募集要項 
 

 本学では、地域経営分野でのキャリアアップや再チャレンジを目指す大学生や社会人に対して、地域

経営学部の科目を体系的に編成したプログラムを開講しています。「初級地域公共政策士」資格制度

と連動させることで、地域を担う市民、そして高度の専門的職業人を養成します（2019 年度は本学から

3 名、2020 年度は 25 名、2021 年度は 6 名、2022 年度は 5 名、2023 年度は 5 名が資格を取得しました）。 

 
 初級地域公共政策士とは？ 

   2011 年度からスタートした京都発の地域資格です。地域公共政策の担い手に求められる能力を育成するプロ 

グラムを履修し、12 ポイントを取得すれば、認定機関である（一財）地域公共人材開発機構から職能資格として 

「初級地域公共政策士」が付与されます。本資格制度は、現在公共政策系の大学等（※）で活用されています。 

                     

                     
 

1．どのようなプログラムで、どのような能力を得たのかはっきり「見える」。 

2．学問的資格でもあり、職能的資格でもある。 

3．外部の評価機関にプログラムの質保証（社会的認証）を受けている（2016 年 4 月 1 日〜2030 年 3 月 31 日）。 

4．EU の教育・職能資格で用いられる EQF（※）レベルを参照している。  
   ※European Qualifications Framework の略 

 

     詳細は、（一財）地域公共人材開発機構の HP http://www.colpu.org をご覧ください。 
 

 
   ※ 京都大学(終了)、京都光華女子大学、京都産業大学、京都橘大学、京都府立大学、京都文教大学、同志社大学、福知山公立大学、 

佛教大学、龍谷大学、琉球大学、京都府農業大学校 

 
 
 

初級地域公共政策士 資格取得までの流れ 
 
 
   
 
 
 
 
 

  
  
 
 
 
 
 
 

          
  

  

 

 

 

 

 

※ 資格希望者は、各プログラムを履修した上で「初級地域公共政策士」資格の認定にあたり、資格認定  

 料を（一財）地域公共人材開発機構（COLPU）へ 3,300 円（税込）支払う必要があります（本学

の学生には、合格者に対する補助があります）。 

＊受講（継続）申込書は毎年教務委員会宛に提出する必要があります。 

 

初級地域公共政策士プログラム 

（地域経営人材育成基礎プログラム）受講 

 

（一財）地域公共人材開発機構に申請 

（成績証明書 or履修証明書＋資格認定料） 
 

「初級地域公共政策士」認定 

資格の特徴 

《資格取得者の声》 
この資格を取るにあたり学習した科目の中で、特にコ

ミュニケーション演習が印象に残っています。現在の

地方地域がどのような状況にあり、なぜ地域公共人材

が必要なのかを学ぶことが出来ました。また、地域キ

ャリア実習で北近畿地域の企業で５日間お世話にな

り、PBL を行うなどアウトプットする場が設けられて

いることで、より実践的な学びを得ることができまし

た。卒業後は、地域金融機関で働いていますが、各セ

クターを越えた協働できる地域を目指し、地域の課題

解決に取り組んでいます。 

西田 光輝（2021 年度卒業生） 

 
 

プログラムに該当する科目は、４年間学んできた中で 

も、興味深く印象的な講義が多かったです。特に中小

企業や公共政策など地域を代表するセクターでは「地

域×〇〇」を体系的に学ぶことができました。また必

要プログラムは、学部卒業に必要な科目と共通してい

るものが多く、自身の単位編成の観点から取得しやす

いと思います。資格取得を念頭に受講することで、普

段の講義により一層の意味やモチベーションを持ち、

取り組める点も魅力だと思います。地域経営学とい

う、自身の学びの足跡を残すという意味でも、プログ

ラムを受講してみてはいかがでしょうか。 

本田 湧大（2022 年度卒業生） 

 

 
 

http://www.colpu.org/
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初級地域公共政策士 「地域経営人材育成基礎プログラム 」（学部レベル/EQF6） 
 

➊ 目  的 ：北近畿地域の現状を踏まえたうえで、地域社会の多様な資源に新たな価値や位置づけを見 

        出し、その資源を活用して、地域のさまざまなセクターと連携と協働によって地域社会の 

        活力を創出するための基礎的な能力を育成する。 
 
➋ 育成する人物像：北近畿地域において地域社会に関する様々な理論・政策・地域活動を適切に組み合わ  
          せて活用することができるグローカル人材 
 

➌ アウトカム（プログラム修了時に獲得することが期待される能力）：以下のとおり 

 

達成目標 
 地域社会に関する様々な理論・政策・地域活動を適切に組み合わせて活用することができる

（６−０−１） 

 
知識 

・対象となる課題群の相互関係を把握し分析することができる（６−１−３） 

・地域社会における様々な活動と、活動をになう主体との関係の実践的把握（６−１−４） 

 
技能 

・地域における複雑な課題群について、その解決に必要な要素の特定と解決のためのプログラ 

ムの提示及び適用ができる（６−２−１） 

行能力 ・課題の解決のために必要な社会的資源を調達することができる（６−３−３） 

 

➍ 2015 年度 開講科目一覧 
 
 

➍ 2025年度 開講科目一覧及び資格取得要件 
下記の中から 12ポイントを取得するとともに「コミュニケーション演習」に参加すること。 

※全て「良」以上成績を収めることが条件。 

 

 科目名 配当年次 ポイント数 担当者 履修条件 

北
近
畿
系 

地域資源論 １年次 ２ポイント 谷口 知弘 

３科目の中から２科目の

単位を修得すること 
地域産業論 ２年次 ２ポイント 佐藤  充 

社会経済農学 ２年次 ２ポイント 中尾 誠二 

分
析
系 

統計学 １年次 ２ポイント 倉本  到 
２科目の中から１科目の

単位を修得すること 
社会調査論 ２年次 ２ポイント 佐藤  充 

公
共
経
営
系 

ソーシャルデザイン ２年次 ２ポイント 谷口 知弘 

３科目の中から１科目の

単位を修得すること 
公共政策論 ２年次 ２ポイント 杉岡 秀紀 

観光まちづくり論 ２年次 ２ポイント 谷口 知弘 

企
業
経
営
系 

ベンチャー企業論 ２年次 ２ポイント 亀井 省吾 

３科目の中から１科目の

単位を修得すること 
中小企業論 ３年次 ２ポイント 佐藤  充 

財務会計論 ２年次 ２ポイント 井上 直樹 

域
究 

地
研 

地域経営研究Ⅲ ３年次 ２ポイント 全 教 員 必修 

公共マ

インド コミュニケーション演習 ２年次 1 ポイント 
杉岡 秀紀 

大谷 杏 
必ず参加すること 

（2025 年度の開講日は調整中） 

 《問い合わせ窓口》1 号館 1 階学務課教務係 もしくは educational@fukuchiyama.ac.jp まで      
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